
調査の概要

主な質問と回答の集計結果

回答された方のプロフィール

　次期大治町総合計画の策定にあたり、町民の皆さんの考えや生活の実態を把握するため、住民アンケート
調査を実施しました。回答をいただいた皆さんには、お忙しい中、調査にご協力いただきありがとうござい
ました。今後のまちづくりの方向性を検討する際の参考資料のひとつとなります。
　なお、アンケートの詳細な報告書は町ホームページまたは、役場企画課、公民館、スポーツセンター、
総合福祉センター、保健センター健康館すこやかおおはる、老人福祉センターで閲覧できます。（土日・祝
日および各施設の休館日除く）

　 現在の新型コロナウイルス感染症の影響による生活における不安は何ですか？ 【複数回答（３つまで）】

　  あなたは今後も大治町に住み続けたいと思いますか？（○は1つ）
　 ぜひ住み続けたい・おおよそ住み続けたい・どちらとも言えない・あまり住み続けたくない・住み続けたくない

　 「ぜひ住み続けたい・おおよそ住み続けたい・どちらとも言えない」と答えた方にお聞きします。　  
　  大治町の魅力（誇れる点や自慢に思うこと）は何ですか？ 【複数回答（５つまで）】

　 「あまり住み続けたくない・住み続けたくない」と答えた方にお聞きします。
    大治町の悪い点（改善すべきと思うこと）は何ですか？ 【複数回答（５つまで）】

　大治町に住み続けたいか？という質問に対して、「ぜひ住み続けたい」「おおよそ住み続けたい」と回答
した方の割合は、65.2％で、前回のアンケート（平成27年実施）の71.9％から6.7ポイント減少してい
ます。「あまり住み続けたくない」「住み続けたくない」と回答した方の割合は10.5％で、前回のアンケート
の9.0％から1.5ポイント増加しています。

調 査 地 域
調査対象者

調 査 方 法

町内全域
町内在住の２０歳以上の住民から
無作為抽出
郵送配布、郵送回収

調 査 期 間
配 布 数
回 収 数

２月５日（金）～２月１９日（金）
3,000件
1,732件（回収率57.7％）

次期大治町総合計画策定に向けた
住民アンケート調査を実施しました
次期大治町総合計画策定に向けた
住民アンケート調査を実施しました
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４０代
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70代以上
無回答

ぜひ住み続けたい
おおよそ住み続けたい
どちらとも言えない
あまり住み続けたくない
住み続けたくない
無回答

男
女
無回答

性 別 年 齢
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17.4%17.4%

15.5%15.5%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

26.6%26.6% 38.6%38.6% 22.1%22.1% 7.7%7.7%

2.8%2.8%

2.3%2.3%

買い物など日常生活の利便性がよい
通勤・通学が便利
自然災害が少ない
自然環境がよい
治安がよい

地域の人柄がよく親切
病院等の公的施設が充実している

行政サービスが利用しやすい
福祉や健康に関するサービスが充実している

子育てや保育環境がよい
街並みや景観がよい
教育環境がよい

その他
特に理由はない

無回答
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33.2%
22.5%
21.3%
20.9%
19.3%

9.1%
7.2%
5.8%
5.8%
3.9%

1.8%
7.0%

22.3%
1.4%

通勤・通学が不便
病院等の公的施設が不十分
買い物など日常生活が不便
行政サービスが利用しにくい
街並みや景観がよくない

福祉や健康に関するサービスが不十分
治安が悪い

 地域の人柄が悪く不親切
自然環境がよくない
教育環境がよくない
自然災害が多い

子育てや保育環境がよくない
特に理由はない

その他
無回答
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12.1%
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11.0%

1.1%
22.5%

1.1%

外出の制限
収入の減少

交流機会の減少
健康悪化（身体・精神）
運動する機会の減少

支出の増加
地域活動の停滞

文化・芸術に触れる機会の減少
学習機会・学力低下

介護の負担増加
働き方の変化による負担

失業
働き口がない

子どもの預け先確保
過重労働
特にない
その他
無回答
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（回答数＝1,732）

（回答数＝1,732）

（回答数＝1,510）

（回答数＝182）
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（回答数＝1,732）
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